








































　ところでこれまで私は 1950 年代から 60 年代におけるシンハラ・ナショナリ
ズムの展開に深く関わった幾人かの人物に焦点を当て，その政治的活動を考察







　1　新政権と N. Q. ダヤス





























































ロン日本国大使館からの 1956 年 9 月の報告によれば，ダヤスは，「カーストは




















EBP（統一比丘戦線）の駆動源であり，設計者であること，そして S. W. R. D. 

















































































いずれにせよ，1956 年 4 月の新政権成立後，メッターナンダは特に新聞紙
上における公開書簡という形で激しくバンダーラナーヤカを批判した。1956
















































した（32）。1957 年 8 月にバンダーラウェラで開かれたクスマ・ラージャラトナ
を支援する選挙集会はその一つである。クスマ・ラージャラトナは過激なシン
ハラ・ナショナリストとして知られた K. M. P. ラージャラトナの妻で，彼女自





（Lanka Jathika Sinhala Bala Mandalaya）という組織を代表するゴダムンネ（Albert 




と訴えた。さらに F. R. ジャヤスーリヤは，BC 協定は選挙公約に反しているだ
けでなく，「シンハラ人への最も恥ずべき裏切りである」と同じ選挙集会にお
いて述べた（34）。
　メッターナンダは，上記の K. M. P. ラージャラトナ，F. R. ジャヤスーリヤら
とともに BC 協定に反対する委員会を立ち上げ，「サティヤグラハ闘争」を計
画した。この委員会は，シンハラ民族協会（Sinhala Jatika Sangamaya），スリラ































還のチャンスとみなした J. R. ジャヤワルダネに率いられた統一国民党は多数
の集会や行進を組織し，バンダーラナーヤカの「裏切り」を訴えた（40）。その後，
よく知られているように，タミル地域へのシンハラ文字のナンバープレートを
つけたバスの導入をめぐる対立が 1958 年 3 月に発生し，それに呼応してシン
ハラ地域でのタミル文字へのタール塗りなどが発生した（このタール塗りを主
導したのは前述の K. M. P. ラージャラトナであった）（41）。4 月 9 日には仏教僧
を含む数百人の群衆がバンダーラナーヤカの私邸に押しかけ，その混乱のなか




　こうしたなかでバンダーラナーヤカが暗殺された。彼は 1959 年 9 月 25 日に
仏教僧の格好をした人物からの銃撃を受け，翌日に死亡した。彼の死後，1960

















とも言われた（44）。共犯者として 8 人が逮捕されたが，最終的に 3 人が有罪と
され，絞首刑を宣告された。つまり，実行者であるソーマラーマ，暗殺計画の
中心人物であるとされたブッダラッキタ，その協力者 H. P. ジャヤワルダネの
3 人である。その後，ブッダラッキタとジャヤワルダネの刑は終身刑へと減刑
されたが，ソーマラーマは 1962 年 7 月 6 日にウェリカダ刑務所において処刑
された（45）。















1956 年 4 月の総選挙においてであった。この時彼は，シーラワンサという仏
教僧（Talpawila Seelawansa Thero）とともに全セイロン比丘協会会議（All-Ceylon 
Congress of Bhikkhu Societies）という組織を設立した。この組織はその後，メッ
ターナンダのスリランカ大仏教僧会議（Sri Lanka Maha Sangha Sabha）と合同





































る海運会社に関わる問題であった。この会社は 1958 年 5 月に設立されたもの
























































ダハナーヤカと C. P. ダ・シルワをその指導者とした後，首相の妻であったシ
リマーウォー・バンダーラナーヤカ夫人に率いられることになった。彼女は
1960 年 5 月に党の総裁に指名され，7 月の総選挙においてスリランカ自由党を
勝利に導き，首相となった。その後 1965 年には政権の座を降りたが，1970 年





























































　S. W. R. D. バンダーラナーヤカがシンハラ人の民族的感情に訴えたのは 1956































であった。「狂信的な在家信者（fanatical layman）」と呼ばれた L. H. メッター
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